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金沢康夫1)

過去のように石油輸出依存だけでは苦しい状況にある

ベネズエラ政府にとって,グァイアナ楯状地(日本では

“ギアナ高地"として知られている)に未だ豊富に(P)眠っ

ている鉱物資源を探査･開発することはこの国の産業発

展につたがろう.

鉱物資源探査のラボワｰクを担う1つのツｰルとして

走査型電子顕微鏡が,JICAからの供与機材としてベネ

ズエラ･エネルギｰ鉱山省に送られ,それに関係する鉱

物分析の専門家として筆名が派遣(1989年8月一11月)さ

れることにたった.この機会にいろいろ見聞したベネズ

エラの鉱工業のいくつかをここに紹介することにした

い.ベネズエラの鉱物資源,特に金とダイアモンドにつ

いては本誌403号(1988年)に竹田英夫氏の概説があるの

で併読Lていただげれぱと思う.たお同氏は目下JICA

長期派遣専門家としてベネズエラ政府の鉱物資源調査の

協力･指導にあたっておられる.

エネルギｰ鉱山省とウルビｰナ実験室

最初に筆者がお世話にたったエネルギｰ鉱山省のこと

から紹介する｡日本の地質調査所に該当する機関はエネ

ルギｰ鉱山省(MEM:MinisterioEnergiayMinas)の中

にある･第1図のエネルギｰ鉱山省組織図を見てわかる

とおりこの省は石油,電力等の資源･エネノレギｰ関係を

統轄Lているので,ベネズエラ国の産業界にとって重要

な役割をもっている.省には4つの総局がありその1つ

が鉱山地質総局で,石油･ガスを除く鉱物資源関係の管

轄やそれに関する地質調査を実施している･ここには鉱

山局,鉱物経済計画局,地質局のユつの局と地質･鉱物

サｰビス室がある.この中で地質局が鉱物資源およびエ

ネルギｰ資源の調査を実施しており,地質図の整備も行

っている･なお,第ユ図の組織図には含まれていたい

が,1989年から特別にグァイアナ地域の鉱物資源関係を

管轄する機関としてグァイアナ地質鉱物総局が設置され
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第1図ベネズエラ,エネルギｰ鉱山省組織図､1989年からは

4つの総局のほかにrグァイアナ地質総局｣が設置され

ている.

た･地質･鉱物サｰビス室は省･民問の調査により得ら

れた岩石･鉱物の鑑定,化学分析たどを行っている.特

殊な業務として中央銀行の委託による金銀の品位分析を

行っている.これら業務のため,カラカス市街地東端近

くのウルビｰナ地区に実験所があり,JICAからの電子

顕徴鏡はここに設置され,筆者もここで仕事をする運び

とたった.

ウルビｰナ実験室では現在55人ぐらいが業務に携わっ

ている･岩石鉱物部門と分析部門に分かれている･前者

は岩石薄片･研磨片の作成および岩石鉱物の鑑定であ

る.後者は湿式分析,機器分析たどである｡主な分析機

器としては原子吸光装置,発光分析装置,蛍光X線分析

装置,X線回折装置,質量分析装置それと今度供与され

た走査型電子顕徴鏡である.

1)地質調査所鉱物資源部

キｰワｰド:ベネズエラ,鉱工業
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アイアナのエル･ドラｰド(E1D｡｡ado)地域の地質･資

源を調査する計画であり,10月初めグァイアナ地質鉱物

総局との間でSW(ScopeofWork)について討議した.

会議は相当にもめ,かつエキサイトしたということであ

る.原因はベネズエラ側の組織的かつ事務的対応の悪さ

にあったと筆者は理解している.3年間の調査に踏み切

ったのかどうか定かではたいが,一筋なわではいかたい

国だのでたいへんであろう｡

以下の記述にはいろいろ地名が出てくるが,第2図の

ベネズエラ略図を地名索引図として参考にしていただき

たい.

写真1JICA供与機材,走査型電子顕微鏡の引渡式にての一こ

ま.質問するアルマス,エネルギ｣鉱山大臣(左).

;石油で目覚めたベネズエラ

JICAからの走査型電子顕微鏡は日本電子(株)製の

JSMT330Aで1チャンネルの波長分散型分析装置付き

である･日本電子からは志摩誠氏が据え付け･調整にあ

たり,約1ヵ月間筆者とともに仕事をした･調整後の8

月28目には電子顕微鏡の引渡式がウルピｰナ実験室で挙

行され(写真1),日本側を代表して村岡目本大使,ベネ

ズエラ側を代表してセレスティノ･アルマス(Ce1estino

Armas)エネルギｰ鉱山大臣が署名にあたった.この内

容は地元有力新聞にも報道された.調整後,筆者が試料

作成も含めてオペレｰタ等の指導にあたった｡

特筆すべきこととLて筆者滞在中に金属鉱業事業団か

らの一行が来たことを記しておく.金属鉱業事業団はグ

ベネズエラの鉱工業を語るにはまず石油から始めたげ

れぽたらたい｡筆者は実際には,ベネズエラの石油井も

石油工業地帯も見る機会を得たかったが,石油抜きには

過去の繁栄と現在の工業基盤を知ることができたい一

ベネズエラの石油地帯はマラカイボ(Maracaibo)湖を

中心とする西部産油地帯が主である.ベネズエラの最初

の商業石油井は1914年から操業した.石油の発見はベネ

ズエラを熱帯地方特有の不活発さ,すたわちバナナやマ

ンゴｰが熟するまで寝て待つという状態,から目覚まさ

せた.外国からの投資は徐々にベネズエラ石油産業の基

盤を作り上げた.ベネズエラ人は当初この新しいテンポ
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について行けなかった.好んで外国人に操業をまかせ必

要た金たけ取るというやり方を選んでいた･1940年代終

わりまでは石油の工業化を形成した時期であり,軍事的

独裁政権が優勢た中で将来の財政悪化の芽は生まれてい

た.

1950年代は石油ブｰムの時代である.この時期マルコ

ス･ペレス･ヒメネスの軍事政権指導の中で石油工業近

代化への道を歩みだしたが,同時に特定の官僚やひと握

りの仲間に国の富が集中するという弊害が身に着いでし

まった.

1958年にヒメネス政権が崩壊し,ベネズエラは新しい

民主政治の時代に入った･これは第2の石油ブｰムの時

代でもあった･やがて60年代後半から70年代には強いオ

イルダラｰの恩恵を享受した.金持ちはもっと金持ちに

たり中産クラスも繁栄した･ベネズエラ人は海外への旅

行や投資を始めた.マイアミはベネズエラ人バイヤｰの

メッカとたっていた.今のドルｰボリｰバル換算レｰト

は1$=40Bsぐらいであるが,当時1$=4Bsであったと

いうから,簡単にアメリカ製品が買え海外旅行にも行け

たわげである･石油の利益の一部はグリ･ダム建設(後

述)たどに投資されはしたが,大半は浪費に回ったよう

である.石油価格が低落し始めてからは,不健全な財政

が行われてきた｡これら約15年間に民主主義は悪化して

いった.

現在カノレロス･アンドレス･ペレス(Car1osAndres

Perez第2期目),略してCAP大統領は石油依存型から

多角経営型への軌道修正を図っているが前途多難である

ことはには間違いない･海外累積債務は330億US$にた

るという､鉱業,金属工業,石油化学の発展が方向転換

にすく“効力があると考えられている.鉱業としてはボｰ

キサイト,鉄,金,ダイヤモンドたどがある､そのほか

にはパルプ,紙,観光業を外貨稼ぎの的としている.目

標を達成するためには財政上,社会上,教育上,司法

上,政治上の問題を解決Lて行がたけれぼたらたい.

たお,ベネズエラ石油産業の資料は次のとおりである.

1988年の全輸出額に占める石油の割合は81.1劣である.

原油埋蔵量は約'580億バレノレで中近東,ソビエトに続く.

天然ガスは石油換算で190億バレルの埋蔵最に匹敵する.

オリノコ川流域一帯にはタｰル･サンドが確認されてお

り,その埋蔵量約7千億バｰレルは世界最大であると

見積られている.目下のところ技術的問題があり,将来

の資源として調査されている.石油産業は1976年に国

有化されており,ペトロｰベソ(PDVSA:Petro1eosde

Vene.ue1aS.A.)という共同企業の下に11の子会社と,

45,000人の従業員により構成されている.そのうちの3

社が石油操業会社である.ペトロｰベソは1976年以来年

六大きくたり,現在では世界の最も大きな石油会社の1

つに位置づけられている.ペトロｰベソは将来の有力た

投資プログラムとして,石油化学部門を受け持つ会社ペ

キベソ(PEQUIVEN)に対して石油化学生産を5年後に

は現在の3倍にもっていく計画である.

グァイアナ開発公社(CyG･)の躍進

グァイアナ開発公社(CVG:TheCorporacionVenezo-

1anadeGuayana)は1961年に設立され,ボリｰバル

(Bo1ivar)州,アマソナス(Amazonas)とデノレタアマタ

ｰ口(De1taAmacuro)自治区にまたがる広大たグァイ

アナ地域の天然資源を開発する任務を持っている･現在

10以上のプロジェクトを進行させている･それは鉄,ア

ルミニウム等の生産から水力発電,水牛の飼育までの鉱

工業農業に関係Lている･関係する会社もたくさんあり

(第3図),ベネズエラの将来を背負う重要た原動力にた

っている.

CVGはもともとカロニｰ川(RioCaroni)の水力を発

電に利用し,ツウダｰ･グァイアナ(CiudadGuayana)

に鉄鉱業を発展する目的で設立されたのであるが徐々に

その他の重要た開発任務を負うようになった･今ではグ

ァイアナ地域のほとんどの経済的･社会的発展を左右す

る立場にある.CVGは国に必要た電力の60%以上をカロ

ニｰ川と他のグァイアナ地域の水力によって生み出して

いるが,さらに1990年までには国の需要の75房までを水

力発電でまかたう計画である.竹田(1988)により紹介

されたように,カロニｰ川には琵琶湖の6.7倍の貯水面

積をもつグリ.･ダム(写真2)と現在のところ世界で1番

目に大きい水力発電プラント(CyGEDELCA発電量1万

MW)がある･発電量の約30名はCVG関係会社に供給さ

れている.発電コストは15ミル/kw･hと言われるから,

140円/Us$換算で2.1円/kw･hにたる.

CVGで最も大きい会社が鉄鉱関係である.フェロミ

ネラ･オリノコ(FerromineraOrinoco)はグァイアナ地

域のすべての鉄鉱山を管理している.鉄鉱石の確定鉱量

は20億トン以上あり,フェロミネラ･オリノコは次世紀

にも十分操業できる鉱山会社である.フエルト･オルダ

ス(PuertoOrda｡)において,製鉄会社シドｰノレ(SIDOR:

Siderurgicade1Orinoco)はフェロミネラ･オリノコから

鉄道で運ばれる鉄鉱石を処理し,スチｰルや鉄製品を生

産している.1988年にはシドｰルは150億Bs.(570億円ぐ

らい)稼ぎ,cvGの輸出額で言えば,ほぼ1/3に達して

いる.CYGの中で急速に成長した会社がフェツルベン

(FESILVEN:Venezo1anaDeFerrosi1icio)である.この

会社はコンピュｰタ用チップスやハイテク装置に使用さ

地質ニュｰス429号�
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第3図グァイアナ開発公社(CVG)の子会社.

れるフェロシリコンを生産し,生産量の90形をUSA,

ヨｰロッパ,日本へ輸出している.

また,CVGはグァイアナにおいて採掘から生産まで

の完全型アルミニウム鉱工業の設立に成功した.CVG

のボｰキサイト鉱山会社バウキツベソ(BAUXIVEN)は

1979年に設立され,国内･海外の需要に応えている.

バウキシベソからのボｰキサイトはインテルアルミナ

(INTERALUMINA)でアルミナに変えられ,ベナルム

(VENALUM)とアルカサ(ALCASA)でアルミニウム

に精錬される･その他エル･カジャオ(E1Canao)にあ

るCVGの金鉱山ミネルベソ(MINERVEN)は1988年に

1,500kgの金を生産した.

CYGはいくつかの地質探査会杜を抱えており,新し

い探査手法開発を目指Lている･その1番大きいのがテ

クミソ(TECMIN:EmpresaDeServiciosTecnicosMi･

n･ro･)で,地質調査や新しく発見された鉱床の採掘に関

する研究,鉱量の見積りを実施Lている･

CVGはいくつかの農業関係プロジェクトも手掛けて

いるが,ここでは省略する.

これらCYGの関係会社の中で筆者が見学したのは,

鉄鉱関係でセロ･ボリｰバル(CerroBo1ivar)の鉄鉱山

会社フェロミネラ･オリノコとフエルト･オルダスにあ

る製鉄会社シドｰル,アルミ関係でロス･ピヒグァオス

にあるボｰキサイト鉱山会社バウキツベソとプニルト･

1990年5月号

写真2グリ･ダム(CyGエデルカのパンフレットより)･

オルダスにある精錬金杜ベナルム,そして金関係でエノレ

･カジャオにある鉱山会社ミネノレベソである｡次にその

中で鉄とアルミ鉱工業について紹介する･金鉱山につい

ては竹田氏が,特にクリスティｰナ鉱山を中心に紹介し

ておられる(竹田,1988)のでそちらを読まれたい･

鉄資源と鉱工業

先カンブリア紀の古い地層より成るグァイアナ楯状地

はベネズエラ国土の45%を占め,北のオリノコ川から南

のアマゾン川に挟まれるブラジルからコロンビアヘいた

る広大な面積を覆っている.ベネズエラgグァイアナ楯

状地は第4図のように地質区分されている･この中で鉄

鉱床は楯状地北部のオリノコ川沿い一帯に広がるイマタ

カ地質区中に胚胎している･イマタカ地質区は最も古い

時代である先カンブリア紀始生代の岩石より成り年代は

30-35億年前である.岩石はグラニ･･ライト,片麻岩,

珪岩,角閃岩および少しのドロマイト質大理石,斜長岩

で,グラニュライト相からアルマンディン角閃岩相の高

温変成を受けている.イマタカ変動とよばれる始生代の

終わり(～25億年前)の構造運動期には花騎岩とトｰナラ

イトの貫入を伴っている.

訪れた鉄鉱山は,フエルト･オルダスの南西120㎞に

あるセロ･ポリｰバルとセロ･サニシトゥロ(CerroSan

Ishidro)である･セロ･ポリｰバル周辺には大小10以上

の鉄鉱床が発見されている.鉱山はいずれも600～800㎜�
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の小高い山の上にある層状鉄鉱床である｡鉱床が山の頂

部に露出しているため,採掘は頂部から順に下へ向か

って掘るというオｰプンピット方式を取っている(写真

3).鉄鉱床の規模により異たるが,だいたい山頂部か

ら200mまでの深さ範囲が鉄品位が高く採鉱対象にたっ

ている.以前はセロ･ボリｰバルを中心に採掘していた

が,現在はセロ･サニシトゥロとセロ･ロス･バラソコ

ス(CerroLosBarrancos)に移っている.2つ合わせて

7億トンの埋蔵鉱量を捲っている.1980年のデｰタによ

ると鉄鉱床の面積は94,000㎞2と見積られている｡ま

た鉄含有量55%以上の埋蔵鉱量は全部で20億トン以上あ

り,ベネズエラの年間2,000トンの生産レｰトをもって

くると,100年間は大丈夫とのことである｡

層状鉄鉱床は鉄品位60-70%の富鉱部,含鉄珪岩1ラ

テライト,珪岩などがひどく摺曲Lたがら混ざり合って

いる.富鉱部は黒く塊状に見える.厚いところで数mは

ある.非常に柔らかくもろい･鉱物は赤鉄鉱で小量の磁

鉄鉱を伴うことがある.含鉄珪岩は鉄鉱層と珪質層がき

れいに細かく互層している.風化Lているところでは褐

鉄鉱も見られる.セロ･ボリｰバルでの出荷時の化学分

析値は平均Fe:63.0%,SiO･:2.3形,A1･03:1.4%,

P:O.12%,L.O.I.:6.2%である.分析値中のPについ

てはアパタイトと考えられる･

フェロミネラ･オリノコ会社はセロ･ボリｰバル地区

のほカ㍉フエルト･オルダス南45㎞の所にセロ･エル

･バオ(CerroE1Pao)鉱山も操業しており,いずれも

鉄道輸送でプエノレト･オルダスヘ出荷している.プエル

トオルダスはカロニｰ川がオリノコ川へ合流する地点に

あり,陸上水上輸送の要としてシウダｰ･グァイアナの

工業地帯を形成している･ここのフェロミネラ･オリノ

写真3セロ･ボリｰバル層状鉄鉱床.

コ工場では鉱石を破砕,乾燥,スクリｰニング,ブレン

ドを行い,国内消費用と輸出用に分けている.国内用と

しては同じフエルト･オルダスにある製鉄会社シドｰノレ

及び高純度鉄ブリケット(HIBBriquetteFe:86.5%)を

生産するミノルカ(MINORCA)へ運ばれる.

ツドｰル(写真4)は年間100万t以上(容量480万t)

のワイヤｰ,パイプ,ハｰプレｰトなどのスチｰル製品

を製造している.また1次産品としては微粒鉄鉱石球

(ペレット)6.6百万t/年,直接還元鉄(スポンジ鉄)4.2百

万t/年,製鉄用石灰(クイックライムと水酸化石灰)70万t

/年,銑鉄70万t/年がある.安い電気料金を基にして150-

200t容量の10機の電気炉を動かしている･プラント面

積は2,838㎞,従業員は17,O00人の規模で,CyGの中で

は最も大きい.ツドｰルの電気･水使用量はいずれもカ

ラカスでの使用量の2倍あるという｡

工場の煙突からもくもくと吐き出るよどんだ煙を指さ

してairpo11utionは大丈夫かと聞いたらnoprob1e㎜

の返事だった.真偽のほどはわからたいが,近くに住宅

地が無いことと,風向きがよいことがその理由であるよ

うだ.

アルミニウム資源と鉱工業

ベネズエラ共和国にとって日本は輸出入とも第3位の

主要輸出入国である.1988年の輸出入額は対日輸出が

463百万ドル,対目輸入が554百万ドルである･また対目

主要輸出品はアルミニウム地金,石油,LPGで鉱業製品

としてのアルミニウムの占める比率が高い･このアノレミ

ニウムは現在も開発の進められているボｰキサイト資源

と豊富た電力を利用したアルミ精錬によるものである･

ベネズエラで開発の進められている唯一のボｰキサイ

ト鉱床はカラカスの南方約500㎞にあるロス･ピヒグァ

オス(LosPijiguaos)山系に位置Lている(第2図)･こ

の西側約35㎞にはオリノコ川がほぼ南北方向に走って

地質ニュｰス429号�
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写真4CyG製鉄会社シドｰル(パ:■フレットより).

いる.

CyGはエネルギｰ鉱山省(MEM)などの協力の基に

セロ'パエス(CerroPaez)ボｰキサイト鉱床を探査･

開発し1978年ベネズエラボｰキサイト会社バウキシベソ

(BAUXIVEN)を設立した.現在のところ,テスト操業

で約50万t/年ぐらいの粗鉱を生産L,可採鉱量約200万t

周辺部を含めて推定鉱量約5,OOO万t(50年間分)が見積

られている.ここで採掘された鉱石は船に積まれ,オリ

ノコ川を下り650㎞離れたフエルト･オノレダスの精錬金

杜まで運ばれる.

ロス'ピヒグァオス山系はグァイアナ楯状地のベネズ

エラ西端,バルクァサ(Pa.gu｡｡｡)地質区の北側に位置

している(第5図).この地域はサンタ･ロサリア(Santa

Rosa1ia)とサゾ･ペドゥロ(SanPedro)の花嵩岩および

カイカラ(Caicara)酸性火山岩より構成されている.各

六の岩体はパルクァサ花崩岩(1,500Ma)の貫入を受けて

いる.このバルクァサ花嵐岩がボｰキサイト鉱床のオリ

ジンとたったラパキビ型化嵩岩で,粗粒球状の斜長石が

その周辺部にパｰサイト様徴斜長石のリングあるいはゾ

ｰニングを持つことで特徴づけられる･ほかに石英,黒

雲母角閃石だとが主要構成鉱物である.

パルクァサ花庸岩がラテライト化してできたボｰキサ

イト鉱床は平原都より平均600mぐらいの高さレベルに

あり,厚さ7～8mである.ボｰキサイトが最も濃集し

た部分は上部に凝結したゾｰンを形成し,色は赤褐色で

ある.鉱物組成はギブサイト(60-80%),石英(O-1O%),

､赤鉄鉱(5-10%),針鉄鉱(〈5%)褐鉄鉱,カオリンたど

である.濃集ゾｰンの平均的た鉱物組成と化学組成は第

1990年5月号
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第5図同ス･ピヒグァオスのボｰキサイト鉱床地域.

1表のとおりである｡このゾｰンの下部へくると,ギブ

サイトが減少し,石英やカオリンが増加してくる･やが

てギブサイトはたくたり,いくらか赤いしみを帯びたピ

ンク色のカオリソヘ交替する.これら変質した岩石の内

側では,最後に新鮮た岩石,す恋わちパルクァサ花嵩岩

が現れてくる.

バウキシベソでも採掘方式は鉄鉱床と同様にオｰプン

ピット(露天掘り)である(写真5)･ボｰキサイトの品質

を確保するためのカットオフ品位をA1.O島44老以上と

している.品質管理のため系統的なサンプリングが行わ

れ,主として蛍光X線分析により主成分が分析されてい

る.筆者がここを訪れた時にはプラント,ベルトコンベ

ア建設だと拡張工事が行われていた｡

プエノレト･オルダスには日本も大きく貢献したベナル

ム(VENALUM)というアルミニウム精錬金杜(写真6)

がある.1973年ベナルムは日本企業からの80%出資と

CVGとベネズエラ投資基金合計20%の出資により作ら

れた.現在はベネズエラ側の政策による出資率が逆転し

て,ベネズエラ側80%日本側6社で20房となっている･

ベナルムは1978年から操業を始めたが,当初ベネズエラ

と日本の間には1978年から1988年まで10年間に日本が

160万tのアルミニウムを購入するという取り決めが行

われた.これは日本が16万t/年の割合でベナルムからア

ルミニウムを買うことにたり,日本が最も大きな取引先

にたる.1988年のデｰタでは,従業員:3,000人,プラ

ント面積:145.5㎞,ホットライン:4系列,電気炉セ

ノレ:720機ある.電力は,4.2v/セル,150kA/ラインで,�
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第1表ロス･ピヒグァオスボｰキサイトの化学組成鉱物組成･

(BauxiYenのカタログによる)

化学組成
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写真6ベナルム,アルミニウム精錬工場の集中管理室.

1目当り1,270MW消費する｡生産品は22kgと545kg

のインゴット,シリンダｰ,プレｰト,T一バｰ,A1一

リキッドである･現在ベナルムのプラント生産容量は,

28万t/年であるが,第5番目の精錬ホットラインを建設

申であり,これができると45.6万t/年の容量にまで飛躍

し世界最大規模と言われている.

余談ではあるが,ベネズエラでは硬貨が不足がちであ

る.スｰパｰたどで買物すると小銭のおつりの代わりに

あめやチョコボｰルをくれたりする･どうも硬貨は海外

で製造しているらしく,供給が間に合わたいらしい･い

っそのこと豊富なアルミニウムを利用して小額硬貨を日

本のようにアルミ製にすれば,硬貨不足を解消できるの

ではたいかと思う､

写真5

(上)目ス･ピヒグァオス,ボｰキサイト鉱床.

(下)鉱床頂部から見たサバンナ遠景,所々パルクァサ

花嵩岩が露出している.

レアメタル漂砂鉱床について一言

ニオブ,タンタル,ジルコニウム等を含む漂砂鉱床に

ついては,最近エネルギｰ鉱山省によりそのポテンツヤ

リティが調査されつつある.対象地域は上記ロス･ピヒ

グァオスの南西側でのフエルト･パエスまでのオリノ

コ川に沿う地帯である.調査された地域はピジャコア

(Vi11acoa)ボケロネス(Boquerones)アグァメナ(Agua･

mena)でいずれもオリノコ川へ注ぐ河川流域である.対

象とたっている漂砂鉱床はこの辺一帯のバレオチャソネ

ノレ(昔に存在していた河川)に濃集していると考えられて

いる･また漂砂鉱床の原石はパルクァサ花開岩中のペグ

マタイトである｡この辺の花嵩岩は小高い丑として平原

部のあちこちに露出している･植生は少なくペグマタイ

ト質石英脈やアプライトの貫入が見られる･

筆者がこの地域へ同行したときには,ラパキビ型パル

クァサ花開岩のふもとにはれき状のコロンバイトｰタソ

タライト,錫石が散在していた.大きいもので直径3cm

ぐらいである･後にこれを分析してみるとコロンバイト

様鉱物はほとんどがMn一夕ソライトであった.

MEMは各調査地域について600km2ぐらいの範囲で

格子状にドリル･サンプリングした.構成物は細粒･中

粒の砂であり,小量の粘土も見られる.蛍光X線分析及

びX線回折によると,ボケロネス地区について,Ti:

1.8-2g老,Zr:O.5_11%,Nb:o.01-O.23%,鉱物組

成はイルメナイト:5-75%,ジルコン:5-15%,石英5-

90房,変質鉱物:0-25房,ほかに磁鉄鉱,ルチル,黄鉄

鉱などを伴っている･これら重鉱物の量は花闇岩に近い

地質ニュｰス429号�
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ほど多く,かつパレオチャンネルに沿って濃集している.

レアメタルのポテソジャリティ評価はまだ進行中である

が,Sn,Nb,Ta,レアアｰスなどの価値ある元素が比較

的少なく,経済的に有用であるかどうかは疑問である.

しかし今後の調査によりもっと高品位あるいは観模の大

きい漂砂鉱床が発見される可能性はある･漂砂鉱床のほ

かにはセロ･イムバクト(CerroImpact)にカｰボナイ

ト鉱床が確認されているが,そこへ行く道路がたいため

調査がまだ不十分であることを記しておく･

付記一ベネズエラの観光一3つの世界一

ベネズエラには世界一と言われるものは捜せば数多く

あるであろうが,現地の日本人の方から畦ひ一度は見た

ほうがよいと推薦されたものを3つ紹介Lよう.1つは

既に記述の中にも出てきたグリ･ダム,世界一落差のあ

るアンヘルの滝,これら2つについては,竹田(1988)

により詳しく解説されているので,筆者の印象を書きと

める.そしてメリダ(Merida)の世界一長いケｰブルカ

ｰを挙げる.ただし筆者はまだメリダには訪れていたい.

カラカスから,AVENSAまたはAEROPOSTALの

フライトを利用してシウダｰ･ボリｰバルまで約1時

間,それから車で約1時間走ると観光バスの発着場があ

る･そこではまずグリ･ダム建設の様子を映画で紹介し

てくれる､ただしスペイン語,映画を見た後観光バス

に乗りダム周辺や発電所内を見学する･所要時間約1時

間.前述したようにCVGエデルカの発電容量は1万

MWで現在世界一である･心臓部にあたる発電機の多く

には日本製が使われている.CyG関係会社の重要たエ

ネルギｰ源である.巨大た人工湖からすさまじい勢いで

水しぶきを上げながら放水している様子は実に迫力があ

るそうである.そうであると書いたのは筆者が見学に行

ったときにはダムからの放水はたく,残念ながら元気の

たい静かたグリ･ダムであった.こういう時にはせめて

近くにある岩石を拾って帰る.きっとそれは今から30億

年以上前の古いイマタカ変成岩であろうから,いいおみ

やげにたる.

シウダｰ･ボリｰバルからAVENSAでさらに30分前

へ飛行するとカナイマ(Canaima)国立公園に到着する.

飛行場の近くにカラオ川(RioCarrao)が流れていて,

その川岸にロッチ風のホテルが建てられている･川と言

っても見た目には`湖'である.川水はラテライト質の

砂の苦いか,あるいはタソニソ質のためか,赤黒い色を

している.肌には良いらしく,水浴が楽しめる.`湖'の

向こうには落差の低い300m幅ぐらいの滝が大量の水を

注いでいる.さらに向こうにはテｰブルマウンテンの一

1990年5月号

つが見える･ロッチのまわりには,赤黄青の鮮やかた配

色をもつ大きなオウムや首筋が白く三日月歩の長めの口

はしをしたトゥカソという鳥が人なつっこく飛び回って

いる.

ホテル付近を出発点としてカラオ川,テｰブルマウン

テンを周遊するエクスカｰション･コｰスがいくつかあ

り,希望するコｰスヘ参加できるしくみにたっている.

ここの自然は,山,川,滝の組合せである.日本と違

う点は,珍しい動植物が多いことと自然のスケｰルが雄

大であることである.川はアマゾン川上流を想像させる

ようたジャングルの中を蛇行しながら流れるカラオ川,

山は周囲を断崖絶壁で囲まれたテｰブルマウンテン･高

さは1,000m以上あり,16-17億年前に堆積した砂れきの

ロｰライマ層より成る.どこまでも水平た堆積構造が断

崖に沿って続いている｡所六浸食による奇岩を乗せた台

形状のテｰブルマウンテンの姿は実に異様である･この

辺りで一番大きいデｰブノレマウンテンは魔の山アウヤソ

･テプイ(AuyanTepui)でテｰブルの面積は約700km2

ある.そして,滝は落差972mと世界一を誇るアンヘル

の滝である.セスナ機でそぽまで寄るとその高さと水量

のすごさがよくわかる.滝があまり高いと水が下にたど

り着くまでには噴霧状になってしまう･それで下へ行く

ほど末広がりとたり,虹がかかっている･アンヘルの滝

へ行くにはセスナ機が便利である.ほかに川をポｰトで

上り,途中ハンモックで寝泊まりしたがら,最後は歩く

という3-4日間のアドベンチャｰコｰスもある.また

天気の良いときには,AVENSAのジェット機がサｰビ

スでアンヘルの滝まで迂回してくれることがある.しか

しこれは正直言って怖い.ボｰイング727がテｰブルの

峡谷の彩に合わせて低空飛行で蛇行すると,窓からみる

と次六に目前に断崖が迫ってきて冷汗ものである･

メリダはマラカイボ湖の南,アンデス年北東へ延びる

山脈地帯に位置Lている･カラカスからはAVENSAか

AEROPOSTALで約1時間.標高1,600mのメリダ市に

バリニタス(Barinitas)というケｰブルカｰの駅がある.

ここが長さ12.5㎞,高低差3.2㎞という世界一長くか

つ高いケｰブル旅行の発着駅である.途中3つの中継駅

で乗り換え,最終目的地,標高4,800mのピコ･エスベ

ホ(PicoEspejo)まで約40分のスペクタルな族とたる.

ピコ･エスペホの頂上は万年雪が積もっており,氷点下

である.出発前にジャケット,手袋,･ハイキングシュｰ

ズだとの準備が必要である.一気に4,800mの高さまで

登るので高山病の危険性はある.頂上に着いてから熱い

コｰヒｰやスｰプを飲めば元気を快復できるという･見

所は,それぞれの高さに応じた植生の変化が見れるこ

と,恐ろしいくらいのスペクタルな険しい山の光景が望�
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金沢康夫

写真7カナイマ国立公園.カラオ川岸辺の風景(上),世界一

の落差(972m)を誇るア1■ヘルの滝と先カンブリア紀

のロｰライマ層(下).セスナ機より撮影.

めることである.比較的晴れることの多い朝早くに出発

するとよい.ピコ･エスペホの頂上からはベネズエラで

一番高いピコ･ポリｰバル(PicoBo1ivar5,O07m)もよ

く望める.

写真8世界一長いケｰブルカｰから見たピコ･エスペホ山(上)と

メリダの町(下)(竹田英夫氏撮影).

ベネズエラ滞在中は,大使館始め多くの日本人の方々

にお世話にたったし,助けていただいた･特に竹田氏夫

妻からは家族同様の待遇を受けいろいろ貴重た体験もで

きた.本見聞記の大半は竹田氏のおかげによるものであ

る･以上の方々に感謝いたします.
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